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タッチエム導入の背景 
 
 1.認知症等についての早期対応を目的 
 
   事業名：「あたまの元気度相談」  
 

認知症の初期相談は市民の不安の強さを感じます。 

単なる物忘れなのか？認知症なのか？ 

科学的根拠に基づいて認知症の相談を行うため、 

タッチエムを導入 

タッチエムの評価である程度のことがわかるため、 

市民の不安にしっかりと対応できます 

 恵庭市概要 

   総人口 68571人（平成22年3月現在） 

   高齢者数 13969人  高齢化率20.4％ 要介護認定率13.5％ 

   ＊平成25年6月末人口は68,895人  
 



   

 
「あたまの元気度相談」事業 
    年間4回（各1日）実施 
    場所  保健センター 
    対象者 中高年や高齢者 
 
 該当者 
   ① 物忘れなど自覚症状があり心配な方 
   ② 家にいることが多い方 
   ③ 認知症などの問題がないか確認したい方 など 
 
     広報、保健師等の訪問活動、地域包括支援センター等で周知 
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